
 

２０１５年 

日本生活教育連盟第６７回夏季全国研究集会 

主 催:日本生活教育連盟 第６７回日生連夏季全国研究集会東京集会実行委員会 

後 援：東京都教育委員会、板橋区教育委員会 

 

世代をつなぎ 他者とつながり 希望を紡ぐ 
 

日  時 2015 年８月８日(土)～８月 10 日(月) 
研究会場 大東文化大学 〒175-8571  板橋区高島平 1－9－1 TEL:03-5399-7800 (代表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

東京でお会いしましょう 

現地実行委員長 法政大学名誉教授 古沢 常雄 

今年は戦後 70 年。日生連は、日本最初の民間教育研究団体として、軍国主義教育の問題点を徹底的

に批判・克服し、子どもの生活・地域での生活を根本に据え、子どもが人間として育つ（成長・発達す

る）道筋を明らかにする教育実践を探求してきました。当時の民主主義教育・平和教育を希求する教育

界の大きな期待に応えて、教育研究団体として発展してきました。 

昨年は北海道定山渓で大会を開き、大きな成果を得ました。今年の大会は千葉や神奈川の仲間ととも

に東京で開くことになりました。 

今日、教育・学校・子どもたちをめぐる課題は大きいものがあります。研究主題「世代をつなぎ  

他者とつながり 希望を紡ぐ」のもと、私たちは子どもたちと向き合い、地道に教育実践を積み重ね

てきています。全国のみなさんと大いに実践交流を広げ、研究を深めていけることをとても楽しみにし

ています。 

全国の皆さんのご協力を得て、大会を有意義なもの、実りあるものにしたいと思います。 

みなさんのご参加をお待ちしています。 

教師、親、生徒・学生、誰でも気軽に参加でき、明日の教育や子育てに役立つ研究集会 

研究主題 

ごあいさつ 

豊かな子育てと教育の実践を紹介し交流する月刊誌『生活教育』をおすすめします 

（毎月 20 日発行 1 年定期購読 郵送料込 9600 円） 

日本生活教育連盟 町田市真光寺町 1282-1 和光鶴川小内 （042）736‐0036  

公式 HP…http://nisseiren.jp   facebook ページ…『日本生活教育連盟＠東京大会 2015』 

「ことば・詩・こども」について 

谷川俊太郎さん（詩人）と 
山田馨さん（元岩波書店編集者）の対談 

日本でもっとも知られている詩人谷川俊太郎。詩は苦手と構えて

しまう人もいるかも知れませんが、絵本やＣＭのコピー、校歌も作

詞し、谷川さんの言葉に知らずに触れている人も多いと思います。 

1942 年に始まった詩の創作活動。世界を旅し、多くの友人、知人

を見送るなかで、大きく変わった谷川さんの詩。読む人を魅了し続

ける詩作の秘密。これからの創作活動や「ことば」や「子ども」に

ついて、とっておきのこぼれ話をお届けします。 

©深堀瑞穂  

全体会 

講演のみの参加も受け付けます 
（資料代 1000円、学生 500円） 

http://nisseiren.jp/


タイムテーブル 
 

 

生活教育講座    8 月８日（土）１０：００～１２：００ 

①総合学習の復権～生活教育とは何か～  行田稔彦（和光大学/日生連委員長） 

②学ぶ意欲を育てる算数の模擬授業 渡辺恵津子（大東文化大学/日生連副委員長） 

③子どもと深める命の授業 金森俊朗（北陸学院大学/日生連拡大常任委員） 

④実践記録の書き方   竹沢 清（日本福祉大学） 

⑤私たちの追求する道徳   荒木寿友（立命館大学） 

⑥"チャイルド･プア" 子どもたちを支える学校･地域のネットワーク 

 原 和夫（保護司）山岡雅博（立命館大学）堀江理砂（教員） 

⑦紛争からみえるもの 郡山総一郎（フォトジャーナリスト）   

 

文化活動実技講座  8 月８日（土）1６：００～1８：００ 

①子どもが喜ぶ手作り遊び工作 鬼頭正和（日生連愛知） 

②パネルシアターの世界を楽しむ 田中正代（パネルシアター研究会） 

③レクリエーションを楽しもう 須賀正子（全日本レクリエーションリーダー会議） 

④クラフトテープで編もう 中村源哉（手労研／日生連東京） 

⑤民舞「はねこ」を踊ろう 杉見朝香（日生連東京） 

⑥学級に歌声をひびかせよう 川崎正美（日生連石川）三野紀子（日生連京都） 

 

研究集会全体会   8 月 9 日（日）1３：00～1６：１５ 

●１３：００ 歓迎のご挨拶 大会実行委員長 古沢常雄 

●１３：０５ 文化活動 

●１３：２０ 基調報告 

    「そして自分は、戦争にとてもかかわる人間だと気づきました」 
 ～仲間とともに自分の生き方を考える ６年総合学習「沖縄」～ 

    和田 仁（和光鶴川小学校/日生連事務局長） 

●１３：５０ 谷川さん、話しましょう 
 「ことば・詩・こども」について 

谷川 俊太郎氏（詩人）と山田 馨氏（編集者）の対談 [本谷宇一司会] 

 

閉会全体会    8 月 10 日（月）1１：３0～1２：３０ 

●講演「戦後 70 年、『平和教育』に新たな風を」 

行田 稔彦（日本生活教育連盟 委員長） 
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・現地実行委員会情報…日生連公式 HP（http://nisseiren.jp/）より、

「東京サークル 掲示板リンク」をクリック 

・facebook ページ…『日本生活教育連盟＠東京大会 2015』 

http://nisseiren.jp/）より、「東京サークル
http://nisseiren.jp/）より、「東京サークル


 
分 科 会    8 月８日（土）～８月１０日（月） 

 
●  ８日：１３：００～１５：３０ 

●  ９日： ９：００～１２：００ ／１６：１５～１８：１５ 

● １０日： ９：００～１１：００ 

分科会 分科会の研究テーマと予想される討議の柱 世話人（太字は代表） 

１ 
ことば 
と教育 

子どもが求める「ことば」の力 
①豊かな「ことばの体験」をつくる学習  

②つながりを生み出す「ことば」の学習 

③子どもの学びを拓く「読み」「書き」の学習 

④表現から読みとる現代の子どもたちの世界 

⑤子どもの生活や意識と切り結ぶ作品の紹介とその検討 

本谷 宇一    

金田一清子 近藤秀子 

桑原英代   山岡貴英 

菊池友也  野間成之 

２ 
算数 
数学 

子どもと拓く算数・数学 
①学びを作り出す基礎基本の力とは何か 

②子どもとともに算数・数学の学びを創る 

③学びあいの中での認識の変化 

④生活と算数の結びつきと教育課程 

⑤学びを作り出す指導法と教具 

⑥確かな学びと少人数指導のあり方 

関   忠和   

行田稔彦 渡辺恵津子 

増島  敬  入沢雅代 

矢野あゆみ 松村綾佳 

3 社会科 

子どもと共に社会を学び、希望を育む 
①その実践で子どもが知りたいこと・学びたいこと 

②討論・交流の場の設定と共通課題・個人課題の誕生 

③実践で生まれた学びと生きる喜び・希望 

④子どもの主体的な学びを支える教師の指導性 

松村 一成 

金森俊朗  外山英昭 

加藤博之  杉見朝香 

宮丸賢一 中曽根力 

岸 康裕  

4 
自然と科学 

技術・産業 

新しい社会を展望する教育実践を自然・技術・産業の視点から
つくろう 
①「環境問題」「ものづくり・産業問題」「資源・エネルギー問題」 

②パネルシアター「君は見えないセシウムくん」の作品理解・実践を深める 

③大学での科学教育実践と子ども・地域をつなぐ 

④最終日 10 日(月)午後のフィールドワークは検討中。会場でご確認ください 

田辺 基子 

加藤聡一 伊東裕子 

松本達郎 迫田 実 

中妻雅彦 

5 
生活科と 
総合学習 

学び合いや協同学習、アクティブラーニングが、子ども同士や、子どもと大人達(教職員、保護
者、地域の人、専門家など)との間でどんなときに成り立つかを、生活科・総合学習の実践例か
ら考える。 
①子ども達も教師ほか大人たちも、学び・生活する意欲を沸かせ、課題を探究し合い、ともに創り出す活動を 

②子ども達の生活と地域・社会の問題が連続する点をとらえ、ひとまとまりの活動を組む 

③生活・活動を広げ深めるためにも、教科、科学、文化やその学びを存分に組み合わせる 

④こうした学習・教育・活動・生活の全体を通じ、どんな学力・能力が養われるかを、私達の言葉とエピソード

で表現する(批判的な考え方、活かす力、地域を創る協働力など) 

金馬 国晴  

小川修一   村越含博 

藤原共子   野上ゆみ子 

和田 仁 

６ 

小学校の 
生活指導 
(人間関係

づくり) 

親と子と教師が「安心・自信・自由」でつながれる学級・学校 
①「不登校・登校拒否・いじめ・暴力」等に見られる子どもたちの疎外状況を克

服する指導 

②「荒れる子」「キレる子」の内面と背景を大切にした生きる意欲を育てる集団づ

くり・文化活動 

③父母・地域の人々・職場の同僚との共同による学級・学校づくり 

④子どもと教師・父母が本音を出し合い、遊び心でつながる学級･学校づくり 

河野 修三 

伊藤邦夫   宮城アケミ 

阿部 賢   阪本 智 

中里明雄 

 

★分科会12と合同で討議

する時間帯があります。 

７ 
乳幼児期
の教育 

乳幼児期の子どもたちの発達にとって大事なことは何か 
①乳幼児期から小学校低学年までの子どもの理解 

②乳幼児期から小学校低学年までの発達課題と実践、保護者とのかかわり

の実践検討 

③保育の新システムと現場の状況、学習と交流 

④幼･保･小連携の現状と子どもの心を大切にした実践を考える 

中河原良子   

山田隆幸  吉田真弓 

鎌倉 博   竹内かおり 

望月 彰  安藤咲子 

★分科会12と合同で討議

する時間帯があります。 

８ 
中学・高校 
大学教育 

中高大学生の発達と学力の課題は何か？ 
①中学・高校・大学の子どもたちの育ちの現状と背景について交流しよう
その上で思春期の育ちにおける課題を、学力面・生活面、一人ひとりの
つながりあいに焦点を合わせながら明らかにしよう 

②子どもたち自身の自治と参加による学校、学年、学級づくりの手だてを
明らかにしよう 

③教職員の共通理解を進める中で、一人ひとりの教職員が力を発揮し、協
力・援助しあう学校づくりの手だてを明らかにしよう 

浦島 清一  

木村勝保 木村久男 

宮崎博史 五十嵐俊二 



大東文化大学 板橋キャンパス 
〒175-8571  東京都板橋区高島平 1－9－1  Tel:03-5399-7800 

ＵＲＬ http://www.daito.ac.jp/ 

○分科会・講演・レセプション等大会日程の全てをこの会場で行います。 

○交通機関 

・都営三田線西台駅西口下車 徒歩 10分 

・東武練馬駅北口下車 バス浮間舟渡駅行 「高島六の橋」バス停下車 

・成増駅北口下車 バス赤羽駅西口行または志村三丁目駅行「大東文化大学バス停」下車 

・JR赤羽駅西口下車 バス成増駅北口行（約 20分）「大東文化大学」バス停下車 

○駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください 

 

 

 

 

９ 
障がい児 
教育 

生活と学習の主体者を育てる障がい児教育 
①子どもをどうとらえるか（「問題行動」と内面理解） 
②教育内容をどうつくるのか(基礎的日常的な生活活動／科学や文化の学
習／文化集団活動) 

③学級・学校・父母集団・地域をどうつくるか 

竹沢  清   

加藤登美子  井関美季 

久保田優美子 川口慎司 

竹田一博 

10 
能力・発達 

と評価 

子どもたちの学びをとらえる教師のまなざし 
①子どもの発達や評価をめぐる新たな課題の共有 

②子どもの学びに迫り得た実践報告の検討 

③子どもへのまなざしを支える教師の専門性 

④生活教育実践史における学びのとらえやみとり 

藤本 和久  

横田文夫  古沢常雄 

横山尤子  谷保裕子 

11 
教育と 
子育て 

つながり合って育つ 
～子ども、教師、保護者・地域の支え合い～ 

①「子どもたちのしんどさ」に寄り添い、支える 

②「子どもたちの生きづらさ」の捉え方と支援 

③学校・家庭・地域がつながり合って支え合う 

④いじめや体罰から子どもたちを守り、育てる取り組みとは 

山岡 雅博 

春日井敏之 北村和美 

堀江理砂    荒木寿友 

長堂登志子 相馬契太 

12 

放課後・
学校外の
子どもの
生活と 
教育 

学童保育の実践をはじめとする子どもの放課後の生活と、学校
教育とのつながりをめざして 
①学校ならびに放課後の子どもたちの生活実態を知り合うことで、子ども

理解を深める 
②学童保育・児童館等や学校など、多様な立場の実践を交流する 
③学校の教職員と学校外の指導者が連携した実践を交流し合う 
④「学び」と「遊び」を本質的・統一的にとらえた実践の交流・検討をする 
⑤制度・施設面、雇用問題等々今後の課題を検討し共有する 

森川  紘一  

賀屋哲男 内藤良一 

石橋裕江 鈴木美加 

 

★分科会６・７と合同で討

議する時間帯があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【会場案内】 

☆レポート参加について 
 ＊分科会にレポート参加を予定されている方は、日生連研究部に、7 月７日までに連絡下さい。 
   田村 FAX：042-496-3152 e-mail tamura@jcsw.ac.jp 
☆大会への問い合わせ 
 ＊研究集会企画   日生連事務局長 和田 仁  042-736-0036（和光鶴川小） 
 ＊大会参加・その他 現地事務局長  堀江 理砂 lisahorie@hotmail.com 
＊日生連公式 HP（http://nisseiren.jp/）より、「2015 年夏の研究集会（東京）」 
＊facebook ページ…『日本生活教育連盟＠東京大会 2015』のメッセージ 

『生活教育』表紙原画展 同時開催 

₳ᴇ ῑῴ ἧ ʫ  
₁  

2013 年４月号より表紙を飾り大好評の岩崎菜摘子（いわさきなつみこ）さん（東京在住） 
2014 年「オリーブオイルの階段」が第１９回東京都障害者美術展奨励賞を受賞 

【宿泊ホテルについて】 
＊宿泊ホテルの斡旋を大会事務局では扱いません。交通機関とホテルのセット割引や早割などで、各自が

予約した方が割安なためです。 

＊会場に近く便利で多くのホテルがあるのは、池袋駅周辺です。 

＊実行委員会は、以下のホテルに８月７日～９日まで、宿泊します。 

APA ホテル東京板橋駅前 03-5974-8111 都営三田線「新板橋駅」より徒歩約 5 分 

mailto:tamura@jcsw.ac.jp

